
 

 

１．変更内容 

（１） オンライン業務の変更 

以下の条件を満たす場合に注意喚起メッセージを出力するように変更する｡ 

①輸入品目コードの「輸入品目」の軽減税率適用品目表示が「１：軽減税率適用対象品目」 

②内国消費税等種別コードの先頭１桁目が「Ｆ：消費税」または「Ａ：地方消費税」の場合で「内国消

費税等種別」の酒税従価税表示・軽減税率表示が「０：標準税率」 

・「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務※１※２ 

・「輸入申告変更事項登録（ＩＤＡ０１）」業務※１※２ 

・「シングルウィンドウ輸入申告事項登録（ＳＷＡ）」業務※２ 

・「一括特例申告事項登録（ＴＫＡ０１）」業務 

・「輸入申告事項登録(沖縄特免制度)（ＯＴＡ）」業務 

・「輸入申告変更事項登録(沖縄特免制度)（ＯＴＡ０１）」業務 

・「インボイス・パッキングリスト仕分情報登録（ＩＶＢ）」業務 

・「インボイス・パッキングリスト仕分情報仮登録（ＩＶＢ０２）」業務 

（※１）申告等種別「Ｙ：少額関税無税」の場合は対象外とする 

（※２）申告等種別「Ｈ：輸入（引取）申告」、「Ｎ：特例委託輸入（引取）申告」の場合は内国消費

税等種別コードが入力不可のため、対象外とする 

 

表１ 仕様変更後の処理結果のパターン 

軽減税率適用品目表示 酒税従価税表示・軽減税率表示 処理結果 

０：軽減税率適用対象品目以外 ０：標準税率 正常終了 

１：軽減税率 エラー出力 

１：軽減税率適用対象品目 ０：標準税率 正常終了（注意喚起メッセージ出力）

（処理結果コード：Ｗ００７１） 

１：軽減税率 正常終了 

２：軽減税率適用外可能性品目

（Ｐ） 

０：標準税率 正常終了 

１：軽減税率 正常終了（注意喚起メッセージ出力）

（処理結果コード：Ｗ００６９） 

下線:今回追加となるパターン 
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＜海上/航空業務＞ 
「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務における軽減税率の注意喚起メッセージの追加 

機
能
概
要 

＜変更前仕様＞ 

「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務等において、軽減税率が適用可能な品目に対して、「Ｆ４（標準税

率）」の入力があった場合でも、注意喚起メッセージが表示されない。 

 

＜変更後仕様＞ 

「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務等において、軽減税率が適用可能な品目に対して、「Ｆ４（標準税

率）」の入力があった場合に、注意喚起メッセージを表示するように変更する。 

 



 

 

表２ 注意喚起メッセージの出力内容 

処理結果コード 内容 処置 

Ｗ００７１ 消費税の軽減税率が適用可能な「飲食料品」に該当する品目に

ついて、当該品目の内国消費税等種別コード欄に、消費税の標

準税率を適用する旨のコードが入力された。 

品目コードまたは内国消

費税等種別コードを再確

認する。 

 

２. 変更対象業務 

＜オンライン業務＞ 

・ ｢輸入申告事項登録（ＩＤＡ）｣業務 

・｢輸入申告変更事項登録（ＩＤＡ０１）｣業務 

・「シングルウィンドウ輸入申告事項登録（ＳＷＡ）」業務 

・「一括特例申告事項登録（ＴＫＡ０１）」業務 

・「輸入申告事項登録(沖縄特免制度)（ＯＴＡ）」業務 

・「輸入申告変更事項登録(沖縄特免制度)（ＯＴＡ０１）」業務 

・「インボイス・パッキングリスト仕分情報登録（ＩＶＢ）」業務 

・「インボイス・パッキングリスト仕分情報仮登録（ＩＶＢ０２）」業務 

 

３．リリース予定日／サービス開始予定日 

（１）ＡＰ、端末資材 

ＡＰ  ：２０２３年０９月１７日（日）保守時間帯 

端末資材：２０２３年０９月１７日（日）０４：００ 

 

 

 


